
ポジション ライトウイング

スティック 右

生年月日 ８７年１０月２日

出身 マディソン、アメリカ・ウィスコンシン州

身長・体重 １８０ｃｍ、８２ｋｇ

キャリア 

シーズ
ン

所属
リーグ

所属チーム レギュラーシーズンの成績 プレーオフの成績

０３－
０４

ＮＴＤＰ・Ｕ１７
３２試合３１得点４９ポイ
ント

ＮＡＨ
Ｌ

ＮＴＤＰ
３０試合２１得点３３ポイ
ント

０４－
０５

ＮＴＤＰ・Ｕ１８
３１試合４１得点７３ポイ
ント

ＮＡＨ
Ｌ

ＮＴＤＰ
１４試合１１得点２５ポイ
ント

０５－
０６

ＷＣＨ
Ａ

ミネソタ大学ゴールデン・
ゴーファーズ

３９試合１８得点５１ポイ
ント（ 優勝 ）

ＮＣＡ
Ａ

ミネソタ大学ゴールデン・
ゴーファーズ

０６－
０７

ＮＨＬ ボストン・ブルーインズ
７０試合１１得点２９ポイ
ント

ＡＨＬ
プロビデンス・ブルーイン
ズ

　２試合　１得点　１ポイン
ト

０７－
０８

ＮＨＬ ボストン・ブルーインズ
８２試合１９得点３７ポイ
ント

　４試合３得点　４
ポイント

０８－
０９

ＮＨＬ ボストン・ブルーインズ
７０試合３６得点６０ポイ
ント

１１試合６得点１
１ポイント

０９－
１０

ＮＨＬ
トロント・メイプルリーフ
ス

７０試合３０得点５０ポイ
ント

１０－
１１

ＮＨＬ
トロント・メイプルリーフ
ス

８２試合３２得点６４ポイ
ント

国際大会（アメリカ代表） 

シーズン 大会 成績

０４ Ｕ１８世界選手権 ６試合７得点１０ポイント

０４－０５ 世界ジュニア選手権 ７試合４得点　６ポイント

０５ Ｕ１８世界選手権 ６試合９得点１６ポイント（ 優勝 ）



０５－０６ 世界ジュニア選手権 ７試合１得点１１ポイント

０６ 世界選手権 ７試合１得点　２ポイント

０７ 世界選手権 ７試合２得点　５ポイント

０８ 世界選手権 ７試合６得点１０ポイント

１０ バンクーバー五輪

個人タイトル 

タイトル名 受賞年度 受賞時の所属チーム

Ｕ１８世界選手権大会ベスト６ ０４ アメリカ・Ｕ１８代表

０５ アメリカ・Ｕ１８代表

Ｕ１８世界選手権大会ポイント王 ０５ アメリカ・Ｕ１８代表

Ｕ１８世界選手権大会最優秀フォワード ０５ アメリカ・Ｕ１８代表

世界ジュニア選手権大会ポイント王 ０５－０６ アメリカ・ジュニア代表

ＷＣＨＡ新人王 ０５－０６ ミネソタ大学ゴールデン・ゴーファーズ

ビル・マスタートン記念賞 ０６－０７ ボストン・ブルーインズ

記録 

Ｕ１８世界選手権におけるアメリカ代表の歴代通算最多ポイン
ト記録

　２６

Ｕ１８世界選手権におけるアメリカ代表の歴代通算最多得点記
録

　１６

Ｕ１８世界選手権におけるアメリカ代表の歴代通算最多アシス
ト記録

　１０

ＮＴＤＰ歴代通算最多ポイント記録 １８０

ＮＴＤＰ歴代通算最多得点記録 １０４

ＮＴＤＰシーズン最多得点記録タイ
　５２（０３－０４・０４－０
５）

抜群のスピードと手首のスナップの利いた鋭いシュートでゴールを襲う点取り屋。同い年の同郷のストライカーであるライアン
とよく比較されるが、ジュニア時代にはムラの多いことでも知られていたライアンに比べて、ケッセルはコンスタントに得点を重
ねることで評価されていた。 

いとこのＤ・モスもカルガリー・フレームズでプレーするプロホッケー選手、妹アマンダは女子ホッケーアメリカ代表、弟ブレイ
クは０７年にニューヨーク・アイランダーズにドラフト指名されているという、生粋のホッケー一家で育つ。故郷ウィスコンシン
州でホッケーを始め、１６歳の時にＮＴＤＰにスカウトされ、２年間在籍してＮＴＤＰ歴代通算歳ポイント及び得点記録、そして
ＮＴＤＰシーズン最多得点記録を樹立している。Ｕ１８世界選手権にも２回出場し、準優勝と優勝を１回ずつ経験。０５年大会で
はポイント王に輝くなど、その実力はアメリカだけでなく世界中に知れ渡ることになる。Ｕ１８世界選手権におけるアメリカ代表
の歴代通算最多記録を、ポイント、得点、アシストの全てで記録した。０５－０６シーズンにＮＴＤＰを修了すると、ＷＣＨＡの名
門ミネソタ大学に入学。ＷＣＨＡ新人王とともに、マクノートン・カップも獲得している。この年は、世界選手権のアメリカ代表に
選出されている。この大会の代表選手にプロでない選手が選ばれるのは極めて珍しく、それだけ期待されている選手だった。当然
ＮＨＬスカウトが彼を見逃すはずがなく、０６－０７シーズン開幕前のドラフトでボストン・ブルーインズに１位指名（総合５
位）された。 



ドラフトされたその年に、１８歳でプロに転向。開幕ロースターに名を連ね、順風満帆のスタートを切ったが、１２月１１日に睾丸
ガンが発見されて闘病生活を余儀なくされる。しかし、１２月１６日に手術が終わって退院すると、１月５日にはコンディショニ
ングの理由からブルーインズ傘下ＡＨＬプロビデンス・ブルーインズに送られ、２試合プレーしたのち１月９日にトップチーム
に復帰。たった１ヶ月、１１試合の欠場で戦線に復帰したケッセルは、この年のビル・マスタートン記念賞（事実上のカムバック
賞）受賞者となった。この年も世界選手権代表として戦っている。０７－０８シーズンはブルーインズを３シーズンぶりのプレー
オフに導いた。プレーオフ１回戦で敗退したため３年連続で世界選手権代表になる。本格的にブレイクしたのは０８－０９シーズ
ンで、怪我で１２試合欠場したにもかかわらず３６得点６０ポイントを記録した。 

０９－１０シーズンに、ドラフト１位指名権２つと２位指名権１つと引き換えに、トレードでトロント・メイプルリーフスに移籍
した。前年度に負ったケガを手術した上に、世界で最もファンが厳しいとさえいわれるトロントでの１年目は苦戦したが、それで
も３０得点を記録して意地を見せた。バンクーバー五輪のアメリカ代表にも選ばれている。１０－１１シーズンにも３２得点を記
録して、これで３年連続の３０得点声を果たしてＮＨＬ屈指のエリートストライカーとしての地位を確立し、また自己ベストとな
る６４ポイントも記録している。 


